
農業者 認定農業者
又は 又は

中立委員 準ずる者の
の別 該当有無

1 応募 田中　豊彦 42 男

御菓子御殿退社
専業農家就農

令和1年
令和2年4月～

農業者

耕作面積：6,000坪
営農類型：

主要な作目：かんしょ・
麦

無 ― ―

今後、宮城地区、耕作放棄地解消、また若手農家の育成、地域にあった適正
な農作物の促進につとめ、これからの宮城島地区を支えていきたい。

無

2 推薦 石原　哲 70 男

琉球大学農学部中退
石原保険事務所設立　代表
具志川青年会議所　理事長
有限会社石原プラン設立
代表取締役
江洲自治会　監査役
うるま市前原の農地購入し果樹栽
培着手

1976年10月
1978年6月5日
1995年1月1日
2002年8月8日

2023年4月1日
2026年5月14日

農業者

耕作面積：705㎡
営農類型：

主要な作目：ドラゴンフ
ルーツ

インドナツメ

無 江洲自治会
会長

徳田　茂信

2026年5月に農地を購入し、果樹園を経営するために奔走している。彼の会社
の定款にも農産物の生産・卸・販売が記載されている。果樹栽培の農園2か所
に視察や研修に毎月訪問し実際に栽培のノウハウを指導してもらっている。
市の農政課・堆肥製造会社やビニールハウス制作会社・耕運機会社等を訪問
し必要なことを確認するなど精力的に行動しています。稼げる農業をめざし
ているので推進委員に適任と考え推薦します。

無

3 応募 徳田　昌平 37 男

沖縄県立中部農林高等学校卒業
JAおきなわ具志川支店経済購買部
勤務
就労訓練工場しせいかい農場指導
員として勤務
うるま市農業青年クラブ　書記

平成19年3月

平成19年6月~平成26年6
月
平成26年から現在

平成30年5月～令和6年5
月

農業者
耕作面積：4,400坪

営農類型：さとうきび
主要な作目：

無 ― ―

私が応募した理由は、本職では就労工場で農業指導員として勤務し、副職で
はサトウキビ農家、前職もJAおきなわ購買部など農業に関わる仕事をしてお
り、副職の面で推進委員の方々に農地の紹介をして頂き、圃場拡大に支援を
してもらい助けられた事で私のように圃場拡大をしたいのに情報がなくてで
きない方たちを支援できる存在になりたいと思ったことや、推進委員になり
農業委員の方たちと協力してうるま市の農業が発展するように行動したいと
思ったのが理由です。

無

4
団体
推薦

兼本　眞清 78 男

津堅公民館　審議委員
津堅島土地改良区　監事

津堅島土地改良区　理事長

うるま市津堅島農業振興協議会
委員
津堅島土地改良区　副理事長

平成18年4月～現在
平成29年4月～令和3年3
月まで
令和3年4月～令和7年3月
まで
令和4年4月～現在

令和7年4月～現在

農業者

耕作面積：1,500坪
営農類型：露地野菜

主要な作目：津堅人参・
玉葱

無 津堅島土地改良区
理事長

幸良　哲典

本人は、40年近く津堅島にて農業を行い、津堅人参、玉ねぎなどを中心に栽
培を行い、JAファーマーズやうるま市内の店舗へ積極的に出荷しておりま
す。　津堅島土地改良区は耕作放棄地が多く、地域農業や農家及び所有者情
報にも精通していることから、農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等農
業委員会業務に貢献できると考える。津堅島土地改良区・津堅島公民館の行
事などにも積極的に参加し、地域農業・地域振興など活性化にも寄与してい
る。又、地域の農業者からも厚い信頼が寄せられていることからこの度、兼
本　眞清氏を農地利用最適化推進委員に推薦する。

無

5 応募 崎枝　恵 44 男

・フリーター

・2025年～農業者

・2022年～自然農を目指す
　自然農実践　4年

2018年～（家庭菜園）
2019年～畑➀(150坪）
2023年5月～畑➁
(150坪)2026年5月返
2024年6月～畑③(150坪
2025年9月～畑⓸(240坪
計 500坪 管理

農業者
耕作面積：500坪

営農類型：露地野菜
主要な作目：オクラ

無 　　　　― ―

畑歴9年、現在は500坪の畑を自然農(4年生)で管理しています。
どの畑も耕作放棄地からスタートしています。
緑のあった畑を含めると計1000坪以上を手作業で開墾し、誰よりも
農地を維持、再生する大変さと魅力を知っていると自負しています。
自身の開墾や営農経験を活かして農地保全に貢献したいと考え
志望いたします。

無

6 応募 神田　咲妃 37 女

就農
新規就農認定
うるま市農地利用最適化推進委員
農業経営改善計画認定（認定農業
者）

2016年2月1日
2017年3月17日
2023年4月

2024年3月5日

農業者
耕作面積：500坪

営農類型：畜産・13頭
主要な作目：繁殖牛

有 　　　　― 　　　　―

就農して10年になりますが、これから若い方々が就農して、安心して農業を
できるように相談や支援をしたいと思い前期から推進委員をしております。
まだまだ未熟ですが、たくさんの若者が参入しやすいような取り組みや雰囲
気を作っていきたいと思っております。農業をしたい人、農地を広げていき
たい人と遊休農地をつなぎ、うるま市の農業・農地を守るために頑張りたい
と思い応募いたします。

無

7 応募 金城　行榮 78 男

具志川市農業協同組合入職
ゆいな農業協同組合退職
うるま市社会福祉協議会入職
同協議会退職
JAおきなわ経営管理委員就任
同委員退任
うるま市農業委員就任
うるま市農地利用最適化推進委員
就任
～現在に至る

昭和46年10月
平成10年12月
平成17年4月

平成24年3月

平成22年6月

平成28年6月
平成22年6月
平成28年4月

中立委員

耕作面積：350坪
営農類型：その他

主な作目：バナナ・果樹
類

　　　　― 　　　　― 　　　　―

農地利用最適化推進委員は担当区域や市全体の地域で農地パトロールや出し
手、受け手の意向把握を行い、担い手への農地集積、遊休農地の防止、解
消、新規農業者の参入、促進などと現場で推進する役割を担うことで、平成
28年4月旧施行の改製農業委員会法によって設立された。
私は当初から推進委員を任命され今日に至っています。今後ともこれまでの
職歴や経験を活かし、農業委員の皆様と連携し、微力ながら尽力したいと思
い応募しました。 無

経　　　　　　歴 農業経営の状況 団　体　名
代表者氏名

又は
推薦者氏名

　　うるま市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（最終）令和８年８月１４日現在

受
付
番
号

推
薦
・
応
募

被推薦者（推薦を受けた者）又は応募者（自ら応募した者） 推薦者（一般・団体推薦） 推薦理由又は応募理由等

農業委員へ
の推薦又
は 応 募氏　　名

年
　
齢

性
　
別



農業者 認定農業者
又は 又は

中立委員 準ずる者の
の別 該当有無

経　　　　　　歴 農業経営の状況 団　体　名
代表者氏名

又は
推薦者氏名

　　うるま市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（最終）令和８年８月１４日現在

受
付
番
号

推
薦
・
応
募

被推薦者（推薦を受けた者）又は応募者（自ら応募した者） 推薦者（一般・団体推薦） 推薦理由又は応募理由等

農業委員へ
の推薦又
は 応 募氏　　名

年
　
齢

性
　
別

8 推薦 安村　秀夫 71 男

安村建築設計事務所（自営）建築
設計業務を行う
専業農家
JA具志川支店野菜生産部会　運営
委員
うるま市農地利用最適化推進委員
うるま市与勝地下ダム土地改良区
総代
うるま市与勝地下ダム土地改良区
理事

平成6年4月～平成24年3
月
平成24年4月～現在
平成30年4月～現在

平成30年4月～現在

令和2年10月～令和5年9
月
令和2年4月～現在

農業者

露地野菜・施設野菜
耕作面積：2,000坪

主な作目：ゴーヤー・オ
クラ・葉野菜

　　　　―
うるま市与勝地下ダ
ム土地改良区

理事長
仲村　秀雄

令和2年4月より土地改良区理事を務めており、本人はゴーヤー・オクラを中
心に露地栽培、3棟のビニールハウスにおいても多品目の施設野菜の栽培を
行っており、地元のうるマルシェやうるま市給食センター等へ出荷し地産地
消にも大きく貢献しております。又、地域の土地改良久役員経験も豊富で、
地域農業や農家情報にも精通しており、担い手への農地集積や耕作放棄地の
未然防止・解消等、農業委員会業務に貢献できると考えております。
土地改良区理事として団体活動にも積極的に参加しており、温厚な性格と強
い責任感でリーダーとして活躍し、地域農業の振興と活性化にも寄与してい
る。周囲からも厚い信頼が寄せられていることからこの度、安村秀夫氏を農
地利用最適化推進委員に推薦する。

無

9 応募 大城　智美 49 女

那覇交通㈱
観光バスガイドとして入社
㈱北部観光バス嘱託バスガイドと
して入社
㈱北部観光バス専属フリーガイド
へ変更
フリーバスガイドとして活動
黒毛和牛繁殖飼育農家の手伝い
2025年7月より（和牛相続）
畜産本業

平成11年
平成15年8月
平成27年5月

平成30年12月より
令和2年コロナ渦により
黒毛和牛繁殖飼育手伝い
から農業移身

農業者

耕作面積：600坪
営農類型：畜産・成牛8

頭・肥育2頭
主要な作目：和牛繁殖

― ― ―

令和6年度から推進委員として色々学ばせて頂きながらこれからという時に主
人の死去により心身活動が日々厳しい状況でした。
しかし相続、遺族年金を受け取り問題や今後の課題が見えた。
今だからこそ「農地所有者の今これから」を再確認し又、草地として所有す
る畑に手では運べないモノが置かれていたりという実体験も交え、所有農地
が不法投棄地にならないように財産の農地が宝の持ち腐れにならないように
食を生み出す農地の有り難さを互いに再認識し心身豊かに過ごせる農地活用
に繋げたいおもいで応募しました・

無

10 推薦 識名　共史 37 男

沖縄県立農業大学校入学
沖縄県立農業大学校卒業
識名農園にて親元就農
独立し就農
うるま市農業青年クラブ副会長
うるま市農業青年クラブ会長

県青年農業士

うるま市農地利用最適化推進委員
（南風原地区）
中部農業士会会長

中部農業士会副会長

平成19年4月
平成21年3月
平成21年4月
平成25年1月から現在まで

平成25年5月

平成30年5月から令和8年
6月まで
平成30年9月から現在ま
で
令和3年4月から現在まで
令和5年5月から令和7年4
月まで
令和7年4月から現在まで

農業者

耕作面積：20,000㎡
営農類型：露地野菜
　　　　　施設野菜

主要な作目：
無 ―

沖縄県職員
比嘉　一草

　識名氏は、うるま市農業青年クラブ役員を長年務め、会長を歴任し、組織
リーダーとして組織活動を牽引され、地域農家の信頼性が高い。
平成30年度に県青年農業士に認定され、新規就農者への支援や研修受入支援
活動など、積極的に担い手育成活動支援に取り組まれている。また、中部農
業士会会長、同副会長を歴任しており地域の担い手支援活動に尽力されてい
る。
さらに、地域農業担い手等の情報に精通しており、農地集積や耕作放棄地の
未然防止・解消等に繋げ、農業委員に貢献できると考える。

有

11
団体
推薦

仲　直輝 62 男

JAおきなわ勝連支店総合生産部会
運営委員
JAおきなわ勝連支店総合生産部会
部会長
JAおきなわ勝連支店　青壮年部
運営委員
うるま市与勝地下ダム土地改良区
総代
JAおきなわ園芸事業協議会　会長
うるま市農業委員
南風原自治会評議員
うるま市与勝地下ダム土地改良区
理事
JAおきなわ与勝総合生産部会　会
長
JAおきなわ園芸事業協議会　会長
JAおきなわ園芸事業協議会　副会
長

平成18年4月～現在

平成23年4月～平成25年3
月
平成27年3月～令和8年6
月
平成27年10月～令和5年9
月
平成30年4月～令和2年3
月
平成30年4月～現在
令和4年7月～現在
令和6年4月～現在

令和6年5月～現在

令和6年6月～令和8年5月
令和8年6月～現在

農業者

耕作面積：2,200㎡
営農類型：露地野菜
　　　　　施設野菜

主要な作目：インゲン
　　　　　　オクラ

有 うるま市与勝地下ダ
ム土地改良区

理事長
仲村　秀雄

本人は、オクラを中心に露地栽培、7棟のビニールハウスにおいても多品目の
施設野菜の栽培を行っている。地域の農業関係の役員経験も豊富で、地域農
業や農家情報にも精通しており、現在は認定農業者として、農地の利用集
積・集約化について自ら規模拡大を実践し精力的に活動していることから担
い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業務に貢献
できると考えております。
当土地改良区理事、JA与勝総合生産部会会長、JA中部地区野菜生産出荷協議
会会長と積極的に活動し、温厚な性格と強い責任感でリーダーとして活躍
し、地域農業の振興と活性化に寄与している。周囲からも厚い信頼が寄せら
れていることからこの度、仲直輝氏を農地利用最適化推進委員に推薦する。

有



農業者 認定農業者
又は 又は

中立委員 準ずる者の
の別 該当有無

経　　　　　　歴 農業経営の状況 団　体　名
代表者氏名

又は
推薦者氏名

　　うるま市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（最終）令和８年８月１４日現在
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農業委員へ
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性
　
別

12
団体
推薦

上地　宣雄 68 男

与那城農業協同組合　入社（営農
指導員）
与那城農業協同組合　退社
平宮産業　入社
平宮産業　退社
就農
JA具志川支店野菜部会会長、支店
運営委員会
うるま市農地利用最適化推進委員

昭和56年4月

平成4年2月
平成5年3月
平成30年4月
平成30年5月
令和6年4月

農業者

耕作面積：3,000坪
営農類型：露地野菜
　　　　　施設野菜

主な作目：トマト・オク
ラ・キュウリ

―
沖縄県農業協同組合
具志川支店

支店長
安里　優

上地氏は、元JA職員（指導員）としての豊富な知識に加え、野菜部会会長、
支店運営委員、農地利用最適化推進委員を務めるなど、地域農業の発展に長
年尽力してこられました。現在も露地や施設においてトマト、オクラ、きゅ
うりの栽培に取り組み、現場をよく理解していることからの農地利用最適化
推進委員として適任であるため、推薦します。

無

13
団体
推薦

島袋　あずさ 55 女

琉球大学病院臨時職員
日産サニー沖縄販売㈱
老人介護施設　池田苑
島袋　清順（父の手伝い：農業）
就農

平成2年10月
平成3年10月
平成12年10月
平成15年4月

令和3年11月

農業者

耕作面積：1,100坪
営農類型：露地野菜
　　　　　施設野菜

　　　　　果樹
主要な作目：トマト・玉

ねぎ・バナナ

―
沖縄県農業協同組合
具志川支店

支店長
安里　優

島袋氏は、平成15年から父の農業を手伝い、令和3年に就農しました。現在は
露地や施設でトマト、玉ねぎ、バナナを栽培するとともに、野菜部会の監査
役として地域農業に貢献しています。営農経験を重ねながら積極的に知識や
技術の習得に努める姿勢があり、地域農業の発展や農地利用の最適化に貢献
することが期待されることから、農業委員及び農地利用最適化推進委員とし
て適任であるため推薦します。

有

14 推薦 平　博光 43 男

㈱オアシス退職
㈱久高組入社
㈱久高組退社
専業農家

平成19年3月
平成19年4月
平成20年2月
平成20年3月～現在まで

農業者
耕地面積：15,000坪
営農類型：葉たばこ

主要な作目：葉たばこ
―

うるま市与那城
伊計自治会

会長
玉城　正則

平成20年2月会社を退職後両親と専業農家として、農産物の生産に励み、主に
葉たばこ、サトウキビ、芋作りをする。その間、自治会役員をする傍ら彩橋
小中学校でのバトミントンの指導や伊計島棒術保存会の会員や、5年毎に行わ
れる豊年祭での組踊「伏山仇討」の冨盛大主役を演じ、伊計島の伝統文化継
承に貢献している。

無

15 応募 源古　康博 43 男

㈱津堅島ファーム代表取締役
うるま市津堅島農業振興協力会委
員
うるま市農地利用最適化推進委員
津堅島土地改良区理事

令和2年4月～現在まで
令和2年4月～現在まで

令和3年4月～現在まで

令和3年8月～現在まで

農業者

耕作面積：21,000坪
営農類型：露地野菜
主な作目：にんじん
　　　　　紅いも

― ― ―

津堅島農業の発展のために役に立てればと思います。

無

16 推薦 山城　幸雄 77 男
合併してから9ケ年農業委員
その後4ケ年山城区自治会長

農業者
耕作面積：

営農類型：さとうきび
主要な作目：

― ―
うるま市議会議員
國吉　亮

これまで山城自治会の会長として地域活性化はもちろん伝統継承、子ども会
の育成、各種イベントの開催など幅広く地域貢献をしてきた。地域での信頼
も厚く、現在でも相談や地域課題の改善に取り組んでいる。また、遊休農地
の解消や農地集積、人手不足といった課題にも積極的に取り組んでいる。
これまでの事績と信頼、そして行動力は地域との架け橋になり、今後のうる
ま市の農業を支える人材と考え推薦する。

無

17 応募 幸地　あられ 45 女

中部地区和牛改良組合役員（理
事）
和牛改良区組合うるま支部副支部
長
和牛改良組合石川支部支部長
和牛改良組合石川支部副支部長
和牛改良組合石川支部監事
うるま市肉用牛産地育成専門委員
会

2019.6～2025.6

2021.6～2023.6

2021.6～2023.6
2023.6～2025.6

2025.6～現在
2026年～

農業者

耕作面積：約5,000坪
（母牛22頭・子牛15頭）

営農類型：畜産
主要な作目：肉用牛（繁

殖）

認定農業者 ― ―

R3～R6まで推進委員として、R6～9まで農業委員として活動する中でもっと農
地や地域農業について学べることがあると感じ、市内農業関連のお力になれ
ればと思い応募しました。男女共同参画推進のためにも女性として出来るこ
とを考え、農地最適化推進委員への応募がその1つだと思っています。

有

18
団体
推薦

伊波　大志 42 男

JAおきなわ石川支店園芸部会野菜
部
うるま市農業青年クラブ連絡協議
会
JAおきなわ石川支店青壮年部部長
認定農業者
JAおきなわ石川支店運営委員
沖縄県青年農業士

平成22年～現在

平成25年～現在

平成31年～現在

平成31年～現在
令和元年～現在
令和3年～現在

農業者

耕作面積：露地1,000坪
　　　　　施設1,000坪
営農類方：露地野菜
　　　　　施設野菜

主要な作目：

認定農業者
沖縄県農業協同組合
石川支店

支店長
伊波　直樹

伊波氏は、平成22年より就農しJAおきなわ石川支店青壮年部長、支店運営委
員や青年農業士を歴任する等の活発な活動や地域の子ども達への食農教育体
験活動を毎年開催する等、幅広い世代の農業者から信頼も厚く人格者であり
地域農業にとって欠かせない人材であります。ついては今後のうるま市の農
業振興や耕作放棄地解消、新規就農者育成等、幅広い活躍に期待されること
から、伊波大志氏をうるま市農地利用最適化推進委員として強く推薦いたし
ます。

有
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19 応募 新里　もも子 41 女

美容師6年
生命保険営業2年
アパレルスタッフ2年
アイリスト3年

農業者
耕作面積：
営農類型：

主要な作目：マンゴー
― ― ―

父か営むマンゴー農園の手伝いを通じ作物を育てる喜びと農業の奥深さに魅
了され、本格的に志したく応募いたしました。農家の高齢化、農地が荒れて
いく現状に問題意識を持っており、そうした土地を活かして多くの人に農業
の楽しさを伝える活動したいと考えております。 無

20 応募 玉城　正己 68 男

郵政省　郵便局
退職
㈱オキスイ
退職
養豚
廃業
介護パート

昭和53年4月1日
平成18年3月31日
平成18年4月1日
平成23年4月1日
平成23年4月1日
令和3年4月1日
令和4年6月1日

農業者
耕作面積：1,500坪

営農類型：
主要な作目：コーヒー

― ― ―

私は今回応募したのは次の若い農業後継者を育てていきたいと思っていま
す。農業と携わったのは16年前で、その前は普通の事務職に勤めていまし
た。たまたま縁がありまして養豚することになり、繁殖の方の子豚生産して
いましたが、豚熱コロナと飼料の高騰で養豚は続けることができなくなり廃
業しました。その後は介護パートなど農業からはなれていました。しかし、
養豚ある場所には近くに放置されたみかん畑があり、そこの荒地になって
1500坪もどうにか何人とかさくもつができないかと思っていました。昨年、
コーヒーを北部で栽培している方と出会い、今年の2月からコーヒーの苗200
本を植え始めました。沖縄は適しているとよい環境で育っていく条件がある
とそこでうるま市山城をコーヒーの産地にして発展させたいと思っていま
す。そのためにも農業委員になって取り組みながらコーヒーを若い子たちに
伝えるため応募しました。

有

21
団体
推薦

外間　匠
37 男

新規就農認定 令和3年10月28日

農業者

耕作面積：約700坪
営農類型：施設野菜

主な作目：トマト・キュ
ウリ・ピーマン

有
認定新規就農者

沖縄県農業協同組合
具志川支店

支店長
安里　優

外間氏は、令和3年10月に認定新規就農者となり、地域計画において担い手と
して位置づけられています。施設園芸によるトマト、きゅうり、ピーマンの
栽培に意欲的に取り組んでおり、若手農業者として地域農業の発展と農地利
用の最適化に貢献することが期待されることから、推薦します。 有

22
一般
推薦

山城　長順 68 男

うるま市農業委員
うるま市山いも愛好会会長

10年
25年

農業者

耕作面積：1,000坪
営農類型：露地野菜

主な作目：じゃがいも・
葉にんにく・山イモ・

キャベツ

― 山城自治会
会長

山城　好治

山城　長順さんはこれまでにヤマイモスーブの中心であったり、農業をこよ
なく愛する人です。
元農業委員でもあったので、再度カンバックして活躍して頂きたいと思って
います。
山城区においてなくてはならない人材です。

無

23 応募 山口　榮勝 72 男

具志川市農業委員
うるま市農業委員　会長

昭和59年～平成17年
平成18年～令和8年

農業者

耕作面積：5,000坪
営農類型：さとうきび・

露地野菜・施設野菜
主要な作目：ナス・ゴー

ヤー・セロリ

― ― ―

うるま市の農業、農地を守る活動を行いたいから

有

24 応募 村田　倫弥 46 男

㈱ドン・キホーテ　チーフ売り場
マネージャー
㈱メトロキャッシュ&キャリー
ジャパン
青果・日配・冷凍担当　アシスタ
ントマネージャー
就農・認定新規就農者
黄金茶屋オープン（勝連南風原）
うるマルシェの生産協議会役員
うるま市農地利用最適化推進委員
任命
黄金茶屋（本店）東照間商業施設
（移転）
うるま市農地利用最適化推進委員
任命（3期目）

平成15年～平成20年

平成20年～平成25年

平成26年
平成27年9月

平成29年10月

平成30年4月

令和2年6月

令和6年4月

農業者
耕作面積：4,000坪
営農類型：露地野菜

主要な作目：
― ― ―

うるま市農地利用最適化推進委員を3期連続で務めさせて頂いております。3
期目は就農地の伊計島ではなく、石川地区を担当させていただきました。新
規農業委員の伊波委員に農業委員業務のアドバイスをし、伊波委員には石川
のことを事細かく教えて頂きました。石川地区はやる気ある若手農家が多く
いらして、毎年耕作放棄地が減っている優秀な地区だなと思いました。
私は伊計島に圃場がありますので、玉榮委員とも連携もとっております。ま
た、私の畑では毎月芋ほり体験などを行い、農業の楽しさを普及しておりま
す。今後もうるま市農地利用最適化推進委員を続けて、伊計島を含む諸島地
域の農業活性化と新規就農者の促進を強化していきたいです。また、6次産業
化を実施していることから、地域の6次化の促進にも関わっていきたいと思い
ます。これからも地域の農業に貢献できるように頑張っていきたいので、よ
ろしくお願いします。

無

25 応募 島袋　愛里 37 女

中部和牛改良組合具志川支部役員
うるま市農業委員
沖縄家畜改良協会役員
女性農業士認定
うるま市肉用牛産地育成専門委員
会委員

令和5年4月～

令和6年4月～
令和7年4月～
令和7年9月～
令和8年4月～

農業者
耕作面積：4,500坪
営農類型：畜産（33頭）
主要な作目：肉用牛繁殖

認定農業者 ― ―

令和6年度より初めて農業委員になりました。最初はわからないことだらけで
したが、農業委員の先輩方や事務局の皆さんに色々と教えてもらいながら学
んできました。今後も学びながら農業の発展と新規の育成等につながる活動
をしていきたいと思います。

有
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26
一般
推薦

島袋　昌廣 78 男

就農
うるま市具志川支部野菜部会入会
うるま市農業委員（2期）

うるま市具志川野菜部役員
うるま市農業委員会農地利用最適
化推進委員
JAおきなわ具志川支部総代

平成18年6月
平成20年4月

平成24年4月～平成30年3
月
平成26年4月～令和6年
平成30年4月～令和9年3
月
令和5年8月～現在に至る

農業者

耕作面積：4,500坪
営農類型：さとうきび・

露地野菜・施設野菜
主要な作目：キャベツ・
セロリー・ゴーヤー・サ

トウキビ

― ― 照屋　淳

就農後は、専業農家として露地野菜・施設野菜・サトウキビを中心に農業形
態を進めている平成10年～平成15年までうるま市高江洲地区事業推進委員等
を営み環境整備事業（担い手育成型）の換地員又同地区の非農地地区画整理
事業委員として竣工に至った。農業委員として、担当地区の農家と相談・遊
休農地の改善を行い新規就農者の集積などの推進を行い、闇耕作の改善に行
政と協力している。今後もうるま市農地利用最適化推進委員として働いてほ
しいので推薦致します。

無

27 応募 奥村　靖彦 73 男

勝連浜区自治会会長
日本交通㈱タクシーハイヤー運転
手
イースタンモータース㈱役員運転
手
（出向、上場企業）
ビクトリア商事㈱
輸入雑貨卸業販売係長

2013年4月～2021年9月
2000年10月～2012年9月
1900年4月～2000年10月

1975年4月～1900年8月
中立委員 ― ― ― ―

自治会活動を通しての人口減少、少子高齢化が進みコミュニティ作りや伝統
行事の保存、継承が年々大きな課題です。環境美化、耕作放棄地の解消・農
地最適化の推進、貸し手借り手への積極的な活動と相談をしていきます。農
業を生業として島外、県外からの移住、定住を推進し、活性化に努力、関係
者と一致協力してまいります。農業未経験者ですが、うるま市農業界の発展
に努めていきます。 無

28
一般
推薦

安慶名　啓子 67 女

花・野菜・ハーブ始めました 2001年～

農業者

耕作面積：1,000坪
営農類型：露地野菜・花

卉
主要な作目：

― ― 金城　和子

同じ農業者としてがんばっている。まじめで実行力があります。

無

29 応募 新垣　裕希 37 男

沖縄国際大学　卒業
畜産農家（新規就農）
就農認定（独立）
中部地区和牛改良組合理事
中部地区和牛改良組合具志川支部
副会長

平成24年3月
平成24年4月
平成25年8月～現在
平成26年4月～現在

農業者

耕作面積：6,000坪
営農類型：畜産（母牛22

頭・子牛15頭）
― ― ―

これまで農業に携わる中で、担い手不足や遊休農地の増加、農地を探してい
る方と貸したい方との情報不足など、地域農業が抱える課題を身近に感じて
きました。これまでの経験を生かし、農地利用状況の把握や貸し借りの橋渡
し、新規就農者への支援に取り組みたいと考え応募いたしました。また、違
法転用や不法投棄の防止にも努め、地域の大切な農地を守り次世代へつなげ
ていきたいと考えております。

無

30 応募 野島　孝司 64 男
うるま市役所勤務
就農

S63.4.1～R4.3.31
R4.4～

農業者

耕作面積：3,000㎡
営農類型：さとうきび・

露地野菜・施設野菜
主要な作目：オクラ・タ

マネギ・山羊6頭

― ― ―

地域農業のためにがんばりたいと考えています。

無


